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■ 氏名（ﾌﾘｶﾞﾅ）

山本 正司（ﾔﾏﾓﾄ ｼｮｳｼﾞ） 和泉短期大学 児童福祉学科 専攻科介護福祉専攻（助教）

■ 担当科目

生活と社会福祉，生活支援の基本，介護過程の基本，介護の役割，介護サービスの理解，社会福祉総合演習，コミュニ

ケーション技術の基本，介護総合演習Ⅰ 介護総合演習Ⅱ

■ 専門分野及び関連分野

介護福祉、生活と社会福祉、介護の役割、介護サービスの理解、介護実践の基本、

コミニュケーション技術の基本、介護過程の基本、介護総合演習Ⅰ、介護総合演習Ⅱ

■ 最終学歴

東洋大学大学院 社会学研究科 福祉社会システム専攻 修士課程 修了

■ 最終学位

社会学修士

■ 職歴

横浜市鶴見区 福祉部保護課保護係(福祉事務所) 社会福祉主事（生活保護担当ケースワーカー）

横浜市福祉局 生活福祉部保護課保護係 生活保護指導職員（厚生省指定監査指導職員）

横浜市福祉局 障害福祉部つたのは学園(知的障害者通所更生施設) 生活指導員

横浜市福祉局 北部児童相談所指導係 児童福祉司

横浜市福祉局 中央児童相談所一時保護所 児童指導員

学校法人クラーク学園 和泉福祉専門学校 専任教員

学校法人クラーク学園 和泉短期大学 非常勤講師 兼務 和泉福祉専門学校 専任教員

学校法人クラーク学園 和泉短期大学 専任助教（現在）

■ 所属学会

社会政策学会 社会事業史学会 日本社会保障法学会 日本社会福祉学会 老年社会科学会

■ 学生指導

［サークル活動］：農園サークル・顧問 ［グループアドバイザー］専攻科・介護福祉専攻Aグループ

■ 研究テーマ

（長期テーマ）「持続可能な福祉社会」

（中期テーマ）「貧困の概念」

（短期テーマ）「簡易宿泊所街・寿地区の歴史」「オーストラリアの社会保障制度」

■ 社会的活動

１．学校法人秋草学園 秋草学園福祉教育専門学校 非常勤講師 担当科目「人間関係論・人権」「生活と福祉」

２．和泉短期大学ラジオ講座 エフエムさがみ「いきいき長生き」２１回シリーズ

「被災地ボランティア活動の紹介」「少子・超高齢社会を迎えて」「高齢者介護の諸問題」「介護保険制度」

「介護保険制度の活用方法」「リスナーからの質問」など１３回 テーマ設定して放送
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■ 研究業績（著書・論文等）

【著書】

１.『現代公的扶助論』（共著）学文社 2009年4月5日

２.『新・社会福祉論』（共著）学文社 2012年3月11日

３.『改定・はじめての社会福祉』（共著）樹村房 2012年3月30日

【論文】

１．「生活保護ケースワーカーの裁量－よる支配構造－」（修士論文）2004年1月14日

２．「退学の危機を脱した体験から学ぶ学生指導のあり方」 共著 和泉短期大学紀要 2009年3月15日

３． 「和泉福祉専門学校卒業生の動向基礎調査Ⅰ」 共著 和泉短期大学紀要 2010年3月16日

４. 「横浜市・寿地区における生活保護行政回顧・1973年～1978年」共著 和泉短期大学紀要

2012年3月16日

【行政刊行物】

１．「精神薄弱者農林業就労調査結果報告書・事例集」神奈川県福祉部委託調査報告 1989年3月31日

２．「生活保護問答集」 共著 行政刊行物 横浜市福祉局生活福祉部保護課編 1996年3月31日

３.「生活保護実務集」 共著 行政刊行物 横浜市福祉局生活福祉部保護課編 1998年3月31日

４．「介護扶助の手引き」共著 行政刊行物 横浜市福祉局生活福祉部保護課編 2000年2月11日

■ 研究業績 （招待講演）

【2010年度】

１．社会福祉法人 智泉会 はあとぴあ（介護老人福祉施設）職員研修 講師 2010年8月28日

２．相模原市市民大学講師 2010年10月「超高齢化社会を迎えて」「介護保険を活用して生活する」

３．相模原市高齢者施設協会 新人研修「接遇・より良い利用者との関係をつくる」2010年8月

現任研修「職業倫理の必要性・専門職と倫理」2010年11月

【2011年度】

１. 相模原市市民大学講師 2011年11月「超高齢化社会の社会保障制度」「介護保険を活用いする方法とは」

２．相模原市高齢者施設協会 新人研修「接遇・より良い利用者との関係をつくる」2011年11月7日

現任研修「職業倫理の必要性・専門職と倫理」2011年11月14日

■ 研究業績 （学会発表）
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